
	
 

様式Ｃ－１９	
 

	
 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書	
 
平成 25年	
 5月 12日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
	
 本研究は，世代間交流プログラムにおける人材育成のための実践的カリキュラムの開発をめ

ざして取り組まれた。世代間交流プログラムに携わる人材として保育者を想定し，その養成段

階におけるカリキュラム案として，実習（クロス・トレーニング・プログラム）の試案をまと

めた。プログラムは 2年間に渡り実施された。試行実践の結果，次の 3点が明らかとなった。 
1. 高齢者とふれあう機会の少ない学生にとって、本プログラムは高齢者に対する認識を新
たにするとともに、地域における福祉職という新たな「保育者像」を持つことのできる
可能性 

2. 保育士養成課程の中で学んできた科目を実践の場で再統合し、保育者としてより高い実
践力を身につける可能性 

3. 職員の動きからケアの対象者（子ども・高齢者）へのかかわり方を学び、「職員間の連携」
によって情報を共有する重要性を学べる可能性 

 
研究成果の概要： 

We engaged in this research in order to develop a practical curriculum for human resource 
development in the Intergenerational Program. We assume human resources participating in the 
Intergenerational Program to be nurses, and we arranged a tentative plan for practice (the cross-training 
program) as a curriculum plan in the training stage. The program was performed over a span of 2 years. 
The results of the trial practice revealed the following 3 points: 

1. The possibility for students who do not have many opportunities to interact with the elderly to 
use this program to renew their awareness of the elderly and to obtain a new “nurse image” in the 
shape of welfare jobs in the region. 

2. The possibility to reintegrate the subjects the students studied during their nurse training through 
real practice to gain better practical skills as a nurse. 

3. The possibility to learn how to deal with the subjects of care (children/the elderly) from an 
employee’s point of view, and to learn about the importance of sharing information by “links 
between employees.” 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
２００９年度 2,400,000円 720,000円 3,120,000円 
２０１０年度 2,000,000円 600,000円 2,600,000円 
２０１１年度 1,100,000円 330,000円 1,430,000円 
２０１２年度 1,000,000円 300,000円 1,300,000円 
総	
 計 6,500,000円 1,950,000円 8,450,000円 
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１．研究開始当初の背景 
	
 近年，少子高齢の社会状況の中，「幼老統
合ケア」という新しい形の福祉のあり方が生
まれてきている。その背景にはいくつかの社
会的なニーズの変化が考えられる。一つは少
子化によって小学校や中学校における空き
教室が目立つようになったこと。そしてもう
一つは高齢者を預かるデイサービス等の福
祉施設の拡充が必要とされるようになった
ことである。空いている所に必要とされるサ
ービスを組み込んでいくというこの形は，平
成５年４月に文部省が策定した「余裕教室活
用指針」空き教室の転用によって様々な可能
性が探られることとなった。余裕教室を保育
施設や老人福祉施設などの学校教育以外の
施設への転用などがその例である。また少子
によって空き教室ができる一方で，女性の就
労率上昇を背景に，保育所数の拡充や延長保
育，児童の預かりといったニーズも増えてき
ている。 
	
 これらの社会的なニーズに「幼老統合ケ
ア」という形のサービスが、地域コミュニテ
ィとの連携や世代間交流という考え方を背
景に生まれてきている。これらの認識をもと
に，「幼老統合ケアにおける世代間交流プロ
グラムの開発」1)において世代間交流の調査
および研究を進めていく中で，いくつかの問
題点とその改善方法を模索する必要性が浮
かび上がってきた 2)。その問題点とは，さま
ざまな施設やコミュニティにおいて「世代間
交流」の必要性が高いと理解されてはいるの
だが，実際に行なおうとする場合に，「環境
調整」「物的資源」そして「人的資源」の確
保において困難を抱えているということで
あった。特に重要とされた「人的資源」に関
しては，世代間交流プログラムを運営する施
設職員や保育士において，プログラム立案か
ら実施，その後の評価に関して悩みを多く抱
えているということが分かってきた。このよ
うな現状の中，世代間交流を支えていく人材
育成のための教育と現場トレーニングのプ
ログラム作りが喫急の課題である。 
1)吉津晶子（研究代表者）：「幼老統合ケアにおける世代
間交流プログラムの開発」科学研究費補助金基盤研究

（Ｃ）18500598，平成 18年度—平成 20年度 
2)吉津晶子：「第６章	
 文化を核とした世代間交流：音楽
プログラムの可能性」，『世代間交流効果—人間発達と
共生社会づくりの視点から』，三学出版，2009 

 
２．研究の目的 
	
 保育者にとって，子どもの育ちを支えると
共に，子どもを取り巻く環境を調整する力が
今後一層必要とされてくる。特に，地域に開
かれた保育所という中で，保育内容の充実と

コーディネーターとしての企画力，そしてフ
ァシリテーターとしての実践力が必要であ
る。すなわち子どもの発達に関する視点，地
域の人々（成年，高齢者等）を理解するため
の生涯発達の視点，多世代の人々を結びつけ
ていく社会的な視点を柱に，実際の保育現場
における応用のきく保育者を養成するため
のプログラムづくりの試案開発が本研究の
目的である 
	
 本研究の具体的な達成目標は以下のとお
りである。 
・ 国内外のコミュニティや保育所との連携
事業調査（問題点および課題点の抽出と検
討） 

・ 保育者養成プログラムの開発（試行と検
討） 

・ 具体的なカリキュラム化および養成校に
おける実践（問題点および課題点の抽出と
検討） 

 
３．研究の方法 
(1)実地調査（国内・シンガポール・ハワイ
等）と先行研究を通した世代間交流におけ
る保育者（教員）の事例検討	
 

(2)クロス・トレーニング試案作成と実施・
評価・再実施	
 

(3)クロス・トレーニング参加者に対するア
ンケート調査	
 

(4)世代間交流プログラムの新規開発（自然
観察指導・造形等）とその評価	
 

	
 
４．研究成果	
 
（１）実地調査	
 
①Generations United（Washington, D.C.）	
 
	
 2009 年，Generations United International 
Conference において，世代間交流コーディネ
ーター養成に関する資料の収集を行った。養
成に必要とされる関連科目*より，子どもから
高齢者まで，そして助成金の獲得法といった，
世代間交流の実践者として，また現場と運営
を広い視野で見ることのできる人材の育成
が想定されているということが分かった。	
 
	
 具体的な学習の目標**としてあげられてい
たのが以下の項目である。	
 

・ 世代間関係の重要性の理解	
 
・ 社会的干渉モデルとしての世代間交流プ
ログラムの正当性について	
 

・ 世代間交流プログラムの計画作成	
 
・ 異世代間交流プログラムの特徴と期待さ
れる結果の理解	
 

・ コミュニティにおける資源を活用するた
めのプロセスの開発	
 

・ 世代間交流プログラムコンポーネントを



身につける基本的な方策の習得	
 
・ 世代間交流プログラムの参加者およびス
タッフを交えた訓練と管理の必要性を学
ぶ	
 

・ 世代間交流プログラム評価の概念につい
て	
 

・ 発表，論文執筆，研究スキルの強化	
 

	
 これらの調査より，多世代に対する学びに
ついて均等に科目を配置していくことの難
しさや，どのような基礎資格の上に世代間交
流の学びを積み上げていくのかということ
が大きな課題であると確認された。	
 

*Susanne Bleiberg Seperson , Ph.D. (Dowling College): 
Master’s Degree in Social Science: Applied Track in 
Intergenerational Studies（配布資料） 

**Kevin Brabazon , Ph.D. (New York University): Lifespan 
Issues and Programs: An Intergenerational Perspective,  
（配布資料） 

	
 
②アメリカ合衆国ハワイ州 Seagull School
（Kapolei校） 
	
 世代間交流活動が先駆的に実施されてい
るアメリカ合衆国ハワイ州 Seagull School
（Kapolei 校）において，教員の支援を見出
すことを目的とした。世代間交流活動の実施
に伴う関係資料及び実際の保育場面からデ
ータ抽出を行った。また世代間交流活動の指
導の中心となる担当教員２名への面接を行
い，データを収集した。その結果，以下の３
点が教員の支援として重視されていること
が明らかになった。	
 

1） 指導内容や指導体制をわかりやすいよ
うに明示する	
 

2） 幼児と高齢者の関係を固定化しないよ
うにする。そのために，高齢者の知識を
提供してもらえるよう教員自らが高齢
者の知識を学び，高齢者理解を進めると
ともに，幼児と高齢者が共通して興味を
持って取り組むことができる活動を実
施し，さまざまなかかわり方を保障する。	
 

3） シニアアシスタントの高齢者・幼児と
教員との間における役割をとらえ，協同
的な指導を行う。	
 

	
 
（２）クロス・トレーニングの試案作成と実
施・評価・再実施	
 
①クロス・トレーニング・プログラム	
 
	
 クロス・トレーニング・プログラムは、
Rosebrook & Larkin(2002)の世代間交流プ
ログラムスタッフの評価ガイドラインを参
考にし、保育者養成のために仮デザインされ
たものである。具体的には、以下に示す
Rosebrook & Larkinの理論的枠組を充足す
るよう配慮した。	
 

1） 生涯発達についての知識と理解	
 
2） コミュニケーション力	
 

3） 協働のためのスキル習得	
 
4） 関連領域の研究知見についての理解	
 
5） 評価テクニック	
 
6） 専門家としての適性についての理解	
 

このような理論的枠組みを踏まえる理由は、
保育士養成の新カリキュラム（保育士養成課
程等検討会 2010）における、a.「保育の心
理学」の補完的な学びとして、子どもから高
齢者までの生涯発達を見通すこと、b.「保育
者論」における保育者の役割と責務に関する
内容を、コミュニケーション力・協働のため
のスキル・関連領域における研究知見につい
ての理解と関連付けて理解すること、c.「保
育課程論」における計画、実践、省察・評価、
改善の過程についてその全体構造を能動的
にとらえ、理解すること、以上の点を補完・
強化するためである。	
 
	
 
②クロス・トレーニングの実習デザイン	
 
	
 クロス・トレーニング・プログラムを実施
するにあたって、幼稚園教員養成課程と保育
士養成課程における実習と位置付け、その関
連性を明らかにしている（表 1）。また、この
実習の特徴を以下のようにとらえている。	
 
1)保育について理解を深めるには、子どもだ
けではなく、子どもを取り巻く環境や地域
との関わりを理解しなければならない。実
習は、地域における保育所の役割と保育者
のあり方を学ぶ場である。 

2)実習は、学習課題の発見の場であると同時
に、理論的に学んだことを実践的に確かめ
る場である。 

 
さらに、実習の目標は、次のように設定した。 
 
1)子どもと高齢者と実際にふれあい、実感的
に両者を理解する（以下、「対象者とのか
かわり」） 

2)これまでの実習経験を活かした子どもとの
かかわり合いを深める（以下、「実習経験
の活用」） 

3)高齢者の身体的・心理的・社会的特徴を学
ぶ（以下、「高齢者の理解」） 

4)施設内における子どもと一日の流れを把握
し、子どもと高齢者とのかかわり方を学ぶ
（以下、「子どもと高齢者間の交流」） 

5)職員の動きを観察し、職員間の連携につい
て学ぶ（以下、「職員連携の理解」） 

	
 
	
 実習の全体計画は、事前指導、本実習、事
後指導の 3 期（図 1）に分かれている。	
 
	
 実習の具体的な取り組みについては、全体
の 2／3 を高齢者中心に、1／3 を子ども中
心にかかわることを基本としている。全体の
生活プログラムに、観察実習だけではなく、
職員の補助となる活動にも参加する。また、
職員の動きを観察し、職員間の連携について



も学ぶ機会を設定している。	
 
	
 以上のプログラムを実施し，その結果,次の
課題が導出された。 
1) 高齢者と直接的に接するプログラム内容
と高齢者理解のための知識を得られるよう
なプログラムの強化が必要であること。 

2) 子どもと高齢者が交流する場への参加の
保障。 

3) 職務内容に関するプログラムの充実と実
習先との連携強化。 

	
 
③修正プログラム	
 
	
 前述の課題を受けて、次年度におけるプロ
グラムでは、以下の改善を行った。	
 

課題 1：高齢者理解を深めるプログラム	
 

	
 「高齢者への直接的なかかわりと高齢者を
理解するための内容を増設したプログラム
の強化」については、事前学習を充実させた。
高齢者へのかかわりに際して気をつけるべ
きことや姿勢等について、高齢者ケアの専門
家からレクチャーを受けるプログラムを導
入した。	
 

課題 2：交流活動プログラムの充実	
 

	
 「子どもと高齢者との交流に参加・指導で
きるプログラムの充実」についても事前学習
を充実させた。造形を中心としたプログラム
を事前学習に導入した。	
 
課題 3：スタッフカンファレンスへの参加	
 
「スタッフが行うカンファレンスに参加で

きるプログラムへの修正」については、事前
に職員（介護職・保育職）との調整を行い、
施設内における連携のあり方を学ぶことの
できる機会を設けることとした。	
 
	
 	
 
（３）クロス・トレーニング参加者へのアン
ケート調査	
 
	
 実習の達成度について表２に示す各項目
において、「どのくらい達成できたと思いま
すか？」と質問し、「1：出来なかった、2：
あまり出来なかった、3：普通、4：良くでき
た、5：とても良くできた」の５件法により
回答を求めた。これによると、ほとんどの項
目で「良くできた／とても良くできた」とす
る者が多く、「できなかった／あまりできな
かった」とする者はほとんどみられなかった。	
 
	
 その他，質問項目１の「子どもと高齢者と
実際にふれあい、実感的に両者を理解する」
の自由記述の傾向から、a.アクティビティを
通した理解、b.地域性を通した理解、c.身体
的・精神的特性を通した理解、という３つの
視点から、子ども理解および高齢者理解が学
生の中で深まったことがうかがわれた。	
 
	
 質問項目２の「これまでの実習経験を活か
した子どもとのかかわり合いを深める」では、
保育実習Ⅰ・Ⅱおよび教育実習Ⅰ・Ⅱにおい
て学んできたことを活用し、積極的にかかわ
ろうとする姿が見られた。	
 
	
 質問項目３の「高齢者の身体的・心理的・
社会的特徴を学ぶ」においては、質問項目１
よりもより踏み込んだ内容になっている。高
齢者個人との１対１のかかわりの中から学
んだことについて見ることができる。自由記
述の傾向から、a.視覚・聴覚などの感覚器官
に障害のある高齢者への支援のあり方につ
いて、b.運動器官に障害のある高齢者への支
援のあり方について、c.傾聴の大切さについ
て、という３つ視点から高齢者のありのまま
の姿を受容し、接していくことの大切さを学
んだことがうかがわれた。	
 
	
 質問項目４の「施設内における一日の流れ
を把握し、子どもと高齢者両者とのかかわり
方を学ぶ」では、子どもと高齢者それぞれ固
有の生活時間と、両者の生活時間が交わる場
面という３つの生活時間の経験を通して、両
者への理解やかかわり方について学んだこ
とがうかがわれた。	
 
	
 質問項目５の「施設職員の動きを観察し、
職員間の連携について学ぶ」では、a.他職種
との連携の実態について、b.全体で情報を共
有することについて、施設職員の動きや会話
の中から学んだということがうかがわれた。	
 
	
 質問項目Ｋの「自己課題」では、本プログ
ラム実施前に、学生それぞれが立てた実習課
題の達成度を質問したものである。多くは、
「子どもと高齢者とのかかわりについて学
ぶ」や「高齢者理解を深める」という自己課



題であった。「2:	
 あまりできなかった」と回
答した学生は、これまでの子どもを対象とし
た経験と違い、高齢者とのコミュニケーショ
ンが難しかったとの反省を述べているが、そ
の他は概ね自己課題を達成できたとの回答
であった。	
 

表２	
 実習の目標および自己課題の達成	
 

	
 
（４）本研究のまとめと課題	
 
	
 本研究の中心となる，世代間交流における
人材育成をクロス・トレーニング・プログ
ラムに求め，以下 3点の可能性を導出する
ことができた。	
 
1. 高齢者とふれあう機会の少ない学生にと
って、本プログラムは高齢者に対する認
識を新たにするとともに、地域における
福祉職という新たな「保育者像」を持つ
ことのできる可能性 

2. 保育士養成課程の中で学んできた科目を
実践の場で再統合し、保育者としてより
高い実践力を身につける可能性 

3. 職員の動きからケアの対象者（子ども・高
齢者）へのかかわり方を学び、「職員間の
連携」によって情報を共有する重要性を
学べる可能性 

	
 今後の課題は、より客観性の高い結果を得
るため、継続的なクロス・トレーニング・プ
ログラムの実践を積み重ねる中でデータの
蓄積を行うことと、保育者養成において世代
間交流の視点をもった保育者養成を行うた
めに必要な、より具体的なカリキュラムの開
発を行うことである。	
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